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ね。底地全部買ってしまったら、残るのは建物

と土地だけで、信用保証協会は犠牲者になるか

どうかってわからないですけども、私はやっぱ

り高度化資金も借りているし、県はこれをオジ

ャンにしてもらっては困ると、困るのは県が困

るんですよ、市も困りますけれども。だけども、

私は、県の方はそうやって、ここでお手上げし

てもらっては困るので、その都度、必要があれ

ば新しい名前ができて支援体制に入るんだと思

います。 

 しかし、私は市の財政というのは限りあるわ

けで、毎年、地場産センターの方に出してる分

だけでも大変なのに、これ以降、まだ続けてく

れって言われたら大変なことだなあって思いま

すよね。そんなことはあり得ないと思いますが。

13年に5,000万円を出すっていったときも、目

黒市長は 初は「出しません」って言ってんで

すよ。正式な言葉で「出しません」と。９月の

議会では5,000万円を出すことにしたんですね。 

 私は、やっぱりそういうことを考えていけば、

どこかの時点で見切りをつける必要があるなっ

ていうふうには思いますけれども、なかなかそ

の方法も見つからないというのが現状だと思い

ます。 

 地場産では「物産館のところをもっと改装し

ろよ」と、「改装してもうかるようにしろよ」

と言ったにもかかわらず全くしてきてないです

よね。その意味では、公的資金はこの辺までで

もう終わりにしてもらいたいなというふうに私

は思うんですけども、 後に市長の考え方をお

聞かせ願いたいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 公的資金の投入はこのぐらいで

ということでございますが、 終的に土地で終

わりだと私も思っております。 

 ですから、ホテル部分については、やはり商

工会議所さんで努力されて頑張らなきゃいけな

いだろうと。あと、私どもとしては、あそこの

施設はとにかく長井に人がいろんな形でおいで

いただくと、外から。それで宿泊いただくとい

うような催し物をしない限りは、黒字には決し

てならない施設でありまして、そういう意味で

は、今回、商工会議所の方に底地を私どもで、

市で購入することによって、商工会議所本来の

業務の中にいろんな地域との、あるいは国際交

流も含めた部分がございます。そういったとこ

ろに、ぜひ商工会議所として努力されて、県は

もちろんですけども、県外のいろんな会議等、

あるいはコンベンション機能を高めるような努

力をいただきたいと。私どもも従来のいろんな

事業に加えて、例えばことしから県の高校駅伝、

長井で毎年と、これも宿泊を伴います。また、

各種宿泊つきのいろんな会議を県の方からご協

力、国からもご協力いただいて支援していくと。

加えて観光振興コーディネーターという形で、

いろんな観光客を市の方においでいただくよう

な努力をしていくということが、これからの公

的支援になるんじゃないかと。直接な公的資金

は、これが 後だというふうに私は思っており

ます。 

 

 

 髙橋孝夫委員の総括質疑 

 

 

○渋谷佐輔委員長 次に、順位２番、議席番号10

番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 私は、市民生活の向上

を願いながら総括質疑を行います。 

 通告をしておる２点について質問申し上げま

すので、それぞれ明瞭な答弁をいただきますよ

うにお願いをしておきたいと思います。 

 質問の第１は、新しい指定ごみ袋についてで

す。この問題では、昨年６月定例会の一般質問

でもお伺いをしております。 

 ことし４月から指定ごみ袋の形状が変わり、
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１枚当たりの価格が40円から50円に引き上げら

れたことはご案内のとおりです。可燃ごみと不

燃ごみの大きさが、これまでの25リットルから

30リットルと容量がふやされました。形状もこ

れまでの平袋タイプからレジ袋タイプというふ

うになりました。こういうものになったわけで

す。 

 新しい指定ごみ袋が導入をされてから、まだ

半年はたってないわけですけれども、市民の反

響はどうなのか、それからさまざまな感想であ

るとか要望などが寄せられているのではないか

というふうに私は感じていますが、具体的にど

うなのかについて、まず市民課長にお聞きをし

たいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 新しいごみ袋、特に可燃

のごみ袋でありますが、市民の感想や要望とい

うことでございますが、「以前のごみ袋よりも

量が入らなくなった」、「ごみ袋を大きくして

ほしい」という意見が一番多く寄せられており

ます。また中には、可燃のごみ袋ですが、「裂

けやすいので裂けにくいごみ袋に変更してほし

い」という要望も受けておるところでございま

す。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 そのほかにはないです

か、この大きく２点ということになるのですか。 

○渋谷佐輔委員長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 大きく２点でございます。

ほかの町とか市では別な要望も出てるようです

が、長井市の方では大きく２点でございます。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 この際ですから、置賜

広域行政事務組合を構成しているほかの２市５

町の中ではどうなのかについても触れていただ

きたいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 まず 初に、ロット数が

大きくしたものですから、小さな商店さんで購

入しにくくなったという苦情が寄せられまして、

これは変更してロット数を少なくしたというこ

とがございます。これ米沢市の方でございます。

あとあるのが、水分が漏れたというふうなこと

とか、なぜ値上げをしたのかという件、これ５

月11日の衛生主査会議の取りまとめた資料で、

５月の初めごろまでのことで、まだ古いタイプ

のごみ袋が流通してて、新しいごみ袋がまだそ

んなに流通してないときのまとめで、それでも

なぜ値上げしたのかっていうのが５件と、量が

入らなくなった７件、裂けた、破けた８件とい

うふうなことが置賜全体でまとめられてまして、

報告されているところでございます。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 わかりました。 

 私もこのごみ袋を今使っているわけですけれ

ども、率直に申し上げて容量がふえたというふ

うに言われても実感がないです。それから２つ

目は、取っ手ではなくて、真ん中でここを縛ろ

うとすると、簡単に破けるんです。あるいはち

ょっとした加減、力を加えたりすると、簡単に

裂けるんですね。 

 今、ごみの収集場、私、うちでは係なもんで

すから中央地区の場合はほぼ毎日行きます。毎

週水曜日が可燃の収集日になっているわけです

けれども、言われたように袋から本当にしみ出

してるところがいっぱいあるんです。そういう

のって、やっぱり今までとは違うのだなという

感じを持ったところです。 

 ２点目のところに移っていきたいと思います

が、広域広報おきたま、８月15日号ですけれど

も、これが先月配付になりました。これを見る

と、今回、「指定ごみ袋の取り扱いについて」

って大きく１ページで取り扱っています。この

内容ですけれども、「レジ袋タイプに変更して

から使い勝手がよくなったというご意見のほか、

可燃ごみの持ち手のところから縦に裂けたり、
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また破れやすいとのご意見などがあり、材質や

形式について今後検討してまいります」と、こ

うなっておるわけです。 

 これは多分、先ほど市民課長から報告があっ

た各構成市町からの要望あるいは苦情、苦情と

いうのかどうかわかりませんけれど、これらを

受けて何とかしなきゃならないというふうにな

ったんだと思うんですが、具体的にどういった

この検討がなされているのかについて、市民課

長からお聞かせをいただきたいというふうに思

います。 

○渋谷佐輔委員長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 置広では、ただいまのよ

うな置賜地区全体から要望とかご意見が出てい

ましたので、このような結果を受けまして、ほ

かの行政事務組合が使用しているごみ袋との比

較、分析後検討を重ねてきたところでございま

す。 

 現在使っている可燃ごみの袋の材質は、「高

密度ポリエチレン」といいまして、これは裂け

やすいという弱点を持ってます。それに比べま

して不燃ごみ袋とか資源ごみ袋で使われている

のは「低密度ポリエチレン」でございます。低

密度ポリエチレンは、高密度ポリエチレンと比

較しまして、やわらかく伸びやすくて、ごみ袋

が裂けた、破けたという意見に対応できるもの

と考えていますし、また、厚さについても検討

をしてきたというところでございます。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 きのう付で、「指定可

燃ごみ袋の材質変更について」という、これは

厚生常任委員の皆さんに市民課長名で配布をさ

れたものを私もいただきました。これでいうと

もう少し具体的にどうなるんですか、高密度と

厚さはわかりましたので、具体的に何をしよう

としているのか、どうしようとしているのかと、

いつからこの変更をしようと考えているのかに

ついてお聞かせいただきたいと。 

○渋谷佐輔委員長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 今週の月曜日、９月13日

でございましたが、置賜広域行政事務組合理事

会が開催されました。そこで懸案だった指定可

燃ごみ袋の材質の変更について協議されたとこ

ろでございます。 

 その結果、今まで検討してました指定可燃ご

み袋の材質を高密度ポリエチレンから低密度ポ

リエチレンに変更しまして、大袋30リッターに

ついては、厚さがこれまで0.025ミリだったん

ですが、それを厚くしまして0.035ミリに変更

と。小袋の方も20リッターですが、こちらの方

も0.025ミリから0.03ミリに変更することが決

定されたということでございます。 

 これによりまして、裂けにくいとか破れやす

いとか、または漏れるということがかなり解消

されるものだと思っております。 

 また、実施時期については、現在の可燃ごみ

袋が12月ごろ、早いもので品切れとなりそうな

状況なものですから、12月を変更の時期に予定

しておるということでございます。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 わかりました。 

 申し上げましたように、これやっぱり薄いで

す。これ山形市や山辺町、中山町で使っている

袋です。これは去年も６月で聞いたとき示しま

したけれど厚いんですよ、これ。少々乱暴に扱

っても大丈夫ということと、ここにまちがない、

平袋に取っ手をつけただけという、だからこれ

は大きいんですけども、こういうふうになって

います。大体こういうものになるという、いや、

まちは別にしてですよ、厚さはこのようになる

と、大体この程度になるというふうな理解でい

いのですか。 

○渋谷佐輔委員長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 新しいごみ袋については、

山形市と同じ厚さの0.035ミリだというふうに

お聞きしております。 
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○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 わかりました。 

 この材質については、私は今回、ある程度改

善をされるのだなという理解をしているところ

ですが、容量の問題、これについてはやっぱり

疑問なんです。容量はふやしたんだというふう

に言ってるわけですけれども、実際やっぱり入

らないじゃないかという声は私も聞いておりま

すし、実感として私もそう思うんです。 

 ことしの５月の24日の厚生常任委員会協議会

に、市民課から示された資料で、「ごみ袋形状

変更に係る意見等」というのが資料として出さ

れました。 

 これですが、これをちょっと紹介をしますけ

れども、平袋タイプのごみ袋が結びにくいとの

指摘があり、平成22年４月から結びやすいレジ

袋タイプに変更になり、あわせて大きさも変更

になりました。括弧して、値段相当分大きくな

りました、こうあります。当市には、現在、苦

情などは余り寄せられていませんが、先日、５

月11日、先ほど市民課長から言われた会議です

ね、置賜広域行政組合の衛生主査会が開催され

た際、各市町の意見がまとめられたものを見た

ところ、住民側からは「計算上より余り入らな

い」などが寄せられ、商店側からは「卸のロッ

トが大き過ぎて取り扱いにくい」などの苦情が

寄せられておりますと。これを受けて、６月か

ら卸の 低ロットを小さくする予定ですと、こ

れは先ほど市民課長が答弁された中身です。 

 各家庭にある平袋タイプのごみ袋の在庫が切

れてくるこれから本格的に苦情が寄せられてく

るものと思われます。ごみ袋の容量については、

置賜広域行政事務組合で全く同じタイプ（容

量）のものを寒河江クリーンセンターから取り

寄せて、平成21年６月23日に実証実験をしまし

たと。実際に水を入れて基準処理量のとおり入

るか確認作業を行いました。各ごみ袋とも基準

処理量が入りましたと、こうなっているんです。 

 私、５月にこの資料をいただいたときに、私

も、じゃあやってみようと思ってやってみたん

です。ただ、これをやってみると大変なんだね、

ごみ袋に水を入れるっていうのはこんなに大変

なものかと思ったんですけども、こうやって入

れたってだんだんだめになるんだね。しようが

ないから、ここに細木を通して、つるしたら入

らないので、下につくようにしてやったんです

けれど、入りました、30リットル。入ったんで

すけど、こういうふうにこうなる、たっぷり入

るんです、30リットルって。ここが結べないの

よ、今度は。結ぶと30リットルならこぼれるん

だ。そういう状態だったわけです。 

 やっぱり考えれば、その分、30リットルは私

入らないのではないか、実際、こう思うわけで

すが、そこはどういうふうになりましたか、市

民課長、お聞かせをいただきたいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 置賜広域行政事務組合で、

西村山広域行政事務組合から同じタイプのもの

を取り寄せて、委員がおっしゃったように、

「去年の６月23日、置広の駐車場で実験したと

いうのを見ろ」と言われまして、私も確認しま

して、今、髙橋委員、30リッターで実験なさっ

たということで、30リッターの実験内容が、検

証の部分がホームページにありましたんで、そ

れを見たんですが、委員は中の部分がここまで

押さえられなかったというふうなことですが、

やはりこっち人数３人がかり、検査員含めて３

人がかりでやってるもんですから、30リッター

は入ったようです。 

（「水は入るんです、たっぷりの状態で」の声

あり） 

○宇津木正紀市民課長 水は入って、これを結ん

だっていう状況で、置広の実証実験では、検証

として基準処理量のとおり入るか確認しました

というふうなことであるんですが、ただ、こっ

ちの取っ手の部分というのが結んでない状況で、
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これで中だけ結んで入ったっていうふうな検証

だったということで、水は置広では入ったとい

うふうなことで報告をしているということでご

ざいました。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 実際やってみてくださ

い。私はやれなかったです。非常に大変だった、

率直に言って。１リットルのあれを30杯入れる

わけですけども、本当に大変だから、これ、１

人でやると。ぜひやってください。 

 そんなことはいいんですけれども、本当に30

リットル入る、水だと入るんですけども、これ

先ほど市民課長から一番 初の質問で、量が入

らないという話がありましたけれど、ここは、

じゃあどうなるんですか。どう検討されている

のか、指摘がどうで、どのような検証をされて

いるのかについてお聞かせをいただきたいと。 

○渋谷佐輔委員長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 まず、指摘でございます

が、一番具体的に市民課の方に寄せられた指摘

というのは、衛生組合連合会の会長さんがもみ

殻を可燃のごみ袋に入れてみて比較検討したと

いうのが、これ水よりも実際のごみに近い形状

なのかなというふうに感心したんですが、やは

り古い可燃のごみ袋の方が新しいものよりも入

ったというふうなことで、ごみ袋の比較でも、

やはり新しい方が入らなかったということ、さ

らに新しいごみ袋については、もみ殻の角がと

がっているもんですから、そこで裂けてしまっ

たと、弱いのではないかというふうなご指摘を

いただきました。 

 それで、私はその内容について、６月に開か

れました置賜広域行政事務組合の主幹会議で、

材質を変更することを検討してほしい旨、大き

さについても検討してほしい旨を申し上げまし

たが、そのようなことを言ったのは長井市だけ

でございまして、ほかの自治体の衛生主幹から

の意見は出なかったということ、これが１点目

で、あとどういうふうな大きさの検討をしてい

るかということでございますが、現在、置広で

もやはり大きくするような検討もしているとこ

ろでございます。今のタイプで検討してるとい

うことで、まず、こっちの端の取っ手の方を浅

くするということ、それから真ん中の縛るとこ

ろをもっと長くするということ、あと下の閉じ

てる部分を、下になるわけですが、もう少し下

にしてもっと入らないかという３点について検

討をしているということでございます。以上で

ございます。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 そうこう言ってるうち

に裂けてしまったんですけど、そういう検討さ

れているというのはわかりました。だけど、実

際やってみて、もみ殻を入れるというのはすご

い執念だし、敬意を表するわけですけれども、

実際やっぱり入らないんだと思うんだね。それ

はちょっと私は違うのでないかと、私どもに言

ってきたことと、説明されてきたことと、とい

うふうに私は感じます。 

 当局のこの間の説明というのは、去年の１月

ぐらいから置広でやられていて、全協にも報告

をされているわけですけれども、「値上げでは

なくて、その分、容量をふやしたんだ」と、40

円から50円にするいうものだったと思います。

現にこの５月の24日の先ほどの資料にも、「値

段相当分大きくなりました」というふうに触れ

られているわけです。 

 もう一つ、置賜広域行政事務組合のホームペ

ージを見ますと、指定ごみ袋に関するＱ＆Ａと

いうのが、そういうページがあります。この中

に、「値上げになったのはなぜですか」という

質問があって、次のように答えが掲載をされて

いるわけです。 

 「ごみ袋の価格は、直接搬入手数料を基本と

して料金を設定したため、これらの状況や県内

のほかのごみ袋の価格も参考として検討した結
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果、平等、公平な負担という観点から値上げを

することにしました」、でここからが問題です。

「ただし、単純に値上げしたわけではなく、そ

れぞれの袋で規定の量をふやし、また要望の多

かったレジ袋タイプにし、利便性の向上を図り

ました」と、こう触れているんです。 

 これまでの説明と、置賜広域行政事務組合の

ホームページでの答えからいえば、これ少しお

かしいね。実際、容量がふえていないというこ

となのであれば、結果として新しい指定ごみ袋、

これは単に値上げをしたと、40円から50円に、

ということになるんではないかと私は感じるん

です。ここは市長、どのようにお感じでしょう

か。 

○渋谷佐輔委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ホームページの方、私も残念な

がらチェックしてなかったもんですから反省し

ておりますが、今まで説明あったのは、より使

いやすく、価格はそのままで、要望にこたえて

新しいごみ袋をつくるんだということでござい

ました。 

 ９月の13日のこの間、理事会があったんです

けども、その際に「材質が変わるんだ」という

ことで、それは市民課長から話あったんですけ

ども、同時に私の方からは、私しか発言しなか

ったんですけども、大変苦情が寄せられている

と、事実、座談会とか、あるいは個別に「これ

だけは直してくれ」というようなことで電話で

言われたこともありますし、あと何よりも毎日

のように家族から苦情が寄せられていまして、

「何でこんなものをつくるんだ」と大分言われ

ていました、これは市民課長も言われてるそう

で。そういった意味では、かなり問題のごみ袋

の改定だったんじゃないかと、改定っていいま

すか、変更だったんじゃなかと。 

 そんなことで、まず、置広の姿勢として、こ

れでもうごみ袋は決まったんだということじゃ

なくて、少なくとも新しいものにして、１年な

いし１年半ぐらいはいろんな意見を聞いて、そ

れに基づいていい形で直していくんだと、そう

いった考え方で進めていただきたいというよう

なことを言っております。 

 ホームページで、まさか値上げをしたという

ことを表現しているというのは初めてでござい

まして、これは早速ホームページのこれは訂正

も含めて、値上げということでの今回の変更で

はないというふうに思っておりますので、理事

の一人として強く要望してまいりたいと思いま

す。 

○渋谷佐輔委員長 ここで昼食のため暫時休憩い

たします。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５９分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○渋谷佐輔委員長 休憩前に復し、午前に引き続

き会議を再開いたします。 

 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 容量の問題で話をさせ

ていただきましたけれども、極めて私は問題あ

るなあと考えています。 

 もう１点、新しい指定ごみ袋の形状変更の特

徴点があるわけです。それは、レジ袋タイプと

することで結びやすくすることと、高齢者も持

ちやすくするという点にあったと私理解してい

るわけですが、しかし、先ほど申し上げた広域

広報おきたま、この中に掲載をされている「収

集所に出すときは」という見出しの内容は次の

ようになってます。 

 レジ袋タイプに切りかわってから、ごみ袋の

口を結ばないで収集所に出されたごみ袋を見か

けます。収集所を汚さないためにも、左の図の

ように、こういう図なんですけども、「ごみ袋

をしっかりと結んでください」と。「このとき
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に持ち手の輪の部分に指や手を入れて強く引っ

張ると張りつけ部分がはがれることがあります

ので注意してください」とされているんです。 

 これを強く引っ張るなと、で結べと、これを。

こう結んで出してくださいと。だけど、ここに

指を入れたり手を入れないでくださいというわ

けです。何のため取っ手をつけたんでしょうか

ね。何のためにこのレジ袋タイプにしたのかっ

ていうことを私は疑問を感じるわけです。 

 これではレジ袋タイプにした特徴点が生かさ

れてないのでないかと私は考えますが、市民課

長の見解いかがでしょうか。 

○渋谷佐輔委員長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 ８月15日の広報紙の３ペ

ージに記載されている部分でございますが、

後の段の「結ぶときにここの部分に指や手を入

れないでください」というのは、安全性を考慮

してこのようなことを記載したというふうに聞

いております。 

 あと、「口を結ばないで収集所に出されたご

み袋を見かけます」と書いてありますが、まず

長井市ではきちんと縛って出してあるっていう

ふうに思いますし、この点、置広に確認しまし

たら、極めてまれな例であるというようなこと

でございますので、レジ袋としては結びやすく

なったことは、これは評価に値するものではな

いかと考えています。前みたいにぐっと押しつ

けないとなかなか容易に結べないに比べると、

私もごみ当番をしておりますので、実際にやっ

てみると使い勝手については前よりは縛りやす

くなってよかったっていうふうに思ってますし、

持ちやすくもなったというふうな感じも受けて

ますので、その点、まだ改良の余地があります

が、一定の方向としてはよくなっているところ

もあるというふうに考えているところでござい

ます。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 わかりました。 

 先ほどお話があった材質を変えることで、こ

この部分に指や手を入れても今度は大丈夫だと

いうことで理解していいですか。これ、薄いか

らそうなるのであって、もう一つは張りつけ部

分がだめだっていうふうになっていますけれど

も、それは解消されますか。 

○渋谷佐輔委員長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 今のごみ袋の問題の大き

な一つは、上の結ぶところが異常に弱いと、短

いということで、ここの部分を一番 初に結ぶ

わけですが、そこが弱いもんですから、こんな

表現になってるもんですから、これを強く、材

質で、それから厚くなるということですので、

それから長くなって結びやすくなるので、この

ような表現がこのままではないのではないかと

いうことですが、なお、置広の方に確認して、

正確なところを調査しておきたいというふうに

思います。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 わかりました。 

 申し上げましたように、この２つの点、容量

と材質の件、そしてレジ袋で持ち手があって使

い勝手がいいという、いわゆる説明からは、現

実的にはちょっと遠いものができてしまったわ

けです、現状のこの袋というのは。 

 これまでの説明と実態が全く違うということ

を、どう私たちは市民に説明をしたらいいのだ

ろうかと悩むわけですが、容量も実際ふえてな

い、それから、そういう意味では使い勝手がい

いとも言えないというこの事態を受けて、市長、

これどうやって市民にこれ言っていくんですか

ね。本当にあるんですよ、聞かれるんですけれ

ども、今までは、「いや、容量がふえたから10

円上がるの当たり前」と、それから「取っ手つ

いたからよくなったんだ」というふうに言って

きたわけですけれども、私はこのままではちょ

っとその説明は言い切れないと感じますが、市

長の見解はいかがですか。 
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○渋谷佐輔委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 髙橋委員がおっしゃいますよう

に、本当に市民の皆様に説明がつかない、かと

いって、「じゃあそれを変えます」というふう

に言い切ることもできない、非常に難しい問題

なわけですけども、やはり私自身も含め、私ど

も置広の方では理事会と、あと副市長、副町長

が出て参与会、それからそれぞれ課題によって

違いますけども、このごみについては衛生主幹

会議というのを管理職の場合であったり主査で

あったりという、おおむね３つの会があります

けども、やはりきちんと長井市民の意見として、

住民の意見としてしっかりと意見を申し上げて、

そして議論をしながら、市民の要望にこたえら

れるように変えていかなきゃいけないと、その

ように思っております。 

 今までの取り組みはちょっと甘かったのかな

と反省もしなきゃいけないというふうに思いま

す。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 ぜひ置広に改善をやっ

ぱり求めて、ずっと求めていってほしいなと思

いますので、そこだけお願いをしておきたいと

思います。 

 私、去年の６月に、「こういうレジ袋タイプ

と今までの平袋タイプ、両方を各家庭が選択で

きるようにできないか」というふうに申し上げ

ました。そのときの答弁は「置広と協議をしま

す」ということでしたけれども、８月にはこれ

一本で決まってしまったわけです。私、申し上

げた点については、もう一回再考いただきたい、

そういう意味ではいい機会だと感じているわけ

ですけれども、ここについて市長の考え方をお

聞かせいただきたいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 今までの平袋も併用して使えな

いかというご質問だと思いますが、ちょっとこ

こで即答はできないんですが、ぜひそういった

要望もあるということで申し上げてまいりたい

と。 

 それから、材質を変えた新しいものも出てく

るわけですね。ですから、今までの袋もどうす

るかということを含めて、しっかりと長井の意

見として申し上げていきたいというふうに思い

ます。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 ぜひ、私は選択肢をふ

やしていただければというふうに思います。実

際、山形、山辺、中山、上山は両方併用なんで

すね。それは各家庭の使用形態もあるでしょう

からですが、各家庭が判断をして使えるような

ものもぜひ選択肢の一つとして残していただき

たいと思います。 

 ３点目についてお伺いをしたいわけですけれ

ども、私、導入までに、やっぱりさまざまな要

望や意見があって、そして新しい指定ごみ袋が

できてきたわけですけれども、やっぱり事前の

検証であるとか、いろんな部分はかなり欠落を

したのでないか。結果としてこういうものがで

き上がってしまって、それがもう４月から販売

をされてしまったというふうに感じてならない

んです。 

 これは、私は残念な結果だし、これじゃあち

ょっとずさんと言われても仕方ない中身だと思

いますが、これら一連の経過を見て、市民課長、

どういうふうに感じておれますか。 

○渋谷佐輔委員長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 材質については大丈夫だ

ろうというふうなことで、西村山の方で使って

るという説明でした。あと大きさについては、

実証実験というものをなされていたもんですか

ら信じたということですが、こういう一連の経

過を見てみますと、やはり市でも変更のあると

きは実証実験が必要でないかというふうなこと

を感じたところですが、形状の変更とか言って

いるのは長井市だけなんですが、例えばロット
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数においても、私はことしの初めのころの主幹

会議でも、お年寄りが困らないような小さな店

にも販売できるように、そういう申し入れはし

てるんですが、なかなか長井市の言うことを聞

いてもらえないんですが、使いやすいものにな

るように衛生主幹会議でも議論をさらに粘り強

くやっていきたいと思いますので、その点、今

までの経過ということで感じたところでござい

ました。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 この上に置賜広域行政

事務組合議会があるわけで、そこでも議論され

たんだと思うんですね、いろいろ。そういう意

味では、私どもも市議会通じて３名出てますか

ら、そこの皆さんにもこれからは言ってもらい

たいという話をしますので、ぜひここについて

は二度とこういうことのないように対応をお願

いしておきたいと思います。 

 市長にお伺いをしますが、私は、先ほど市長

の答弁でちょっと触れられていますけれども、

やっぱりこれから12月まで改良していくという

ことなわけですが、すぐにまたそれを販売して

どうのこうのということをするのではなくて、

先ほどもありましたが、１カ月とか２カ月とか、

とにかく住民の方に実際使っていただくと、使

い勝手がよいものになっているのかどうかとい

う意見や感想をいただきながら、さらに改善点

があれば手直しをしていくと、あるいは容量の

問題も検討に入れていくというふうなことで、

置賜広域行政事務組合で納得してから導入をし

ていくという意味で、「モニター制度」と、こ

こに書いてますけれども、そういう導入も必要

ではないかと考えているわけですけれども、こ

こは市長、どうお考えでしょうか。 

○渋谷佐輔委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 先ほども申し上げましたが、９

月13日の理事会において、ちょうどごみ袋の材

質を変えるということでの提案がありましたの

で、材質を変えることについては了とすると、

むしろ遅過ぎたんじゃないかと。 

 ただ、これで終わりということじゃなくて、

委員の方からありましたように、広く住民の皆

さんの意見をお聞きして、より使い勝手のいい

ものにするためにいろんな意見を求めるように

と。そして、例えばモニター制度的なものも、

ぜひ公募でやったらいいんじゃないかというこ

とを提案申し上げてまいりました。改めて次の

機会にも、また参与会とか衛生主幹会議とかで、

ぜひそういったことをお願いしてまいりたいと

思います。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 わかりました。 

 ぜひここについては、これからも言い続けて

いただきたいと思います。 

 ４点目の更新時には既存のものと取りかえる

策も必要ではないかということで、市長にお伺

いをしたいと思いますが、この中で、広域広報

おきたまの 後の方で、こういうふうに言って

います。 

 「製作に当たっては万全を期していますが、

不良品があった場合は新しい袋と交換しますの

で、千代田クリーンセンターまでご連絡くださ

い」としています。 

 先ほど申し上げました置賜広域行政事務組合

のホームページでは、「不良品は交換してもら

えますか」という質問に対して、次のように答

えています。 

 その内容は、「まれに製造過程で生じた不良

品が出回ってしまうことがあります」。これ自

身が不良品なんですけども。「不良品の場合は、

新しい袋と交換しますので、千代田クリーンセ

ンターまでご連絡ください。交換にはこちらか

ら自宅まで伺ってお取りかえをいたします」と

掲載されています。丁寧な対応だなと感じまし

た。 

 このような丁寧な対応をなさるわけですから、
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これとは違う新しい袋の更新時については、各

家庭が在庫として抱えている袋については、当

然にして新しい袋と取りかえるという策も必要

なことと私は考えるわけですが、市長の見解、

お聞きをしたいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 既存のものをどのぐらい製造して、例えば交

換する際にどのぐらい損失が出るんだというと

ころをちょっと把握しておりませんが、私は、

例えば今回、材質を変えたものをつくるという

ことで、置広の議会の方にも提案させていただ

くわけですけども、それで決定後、早速そうい

った手続をして新しいものができたという場合

は、恐らく「前のものは前のものでそのままで

すよ」というふうに言うんでしょうけども、私

は取りかえるべきだと、だったら材質取りかえ

る必要ないわけですから、私はそう思います。

ただし、私が決定できる内容ではございません

ので、ぜひそういった意見を、議論を理事会な

り各会議の方で行ってまいりたいと、そのよう

に思っております。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 もちろんここで決める

わけでないですから、それは重々承知の上、お

伺いをしているわけで、ぜひ市長が答弁された

内容で私結構ですから、強く要望いただければ

と思います。 

 それでは、質問の第２についてお伺いをした

いと思います。新職員採用計画についてという

ことですが、この課題では、本年３月定例会の

質問でお伺いをしておりますので、今年度に入

ってからの取り組みと考え方についてお聞かせ

をいただきたいと思います。 

 第１点目の計画策定の進捗はについて、総務

課長にお伺いをいたします。 

 ３月定例会では、市長は「集中改革プランで

300名としているわけですが、これは平成21年

度で達成していますから、この300名はできる

だけ超えない範囲で、現在は295名ですけれど

も、採用をある程度前倒ししながら、今後10年

間に大量退職するわけですから、前半にまとめ

て23年度採用を考えていきたい。その際には、

定年退職が４名だから４名だということではな

く判断してまいりたい」と答弁をされています。 

 そこで、この計画の策定は、現段階でどの程

度まで進んでいるのか、新たな計画で示そうと

している内容はどのようなものになるのか、そ

して、現段階でさらに検討が必要な課題は何か

の３点についてお聞かせをいただきたいと思い

ます。 

○渋谷佐輔委員長 飯澤常雄総務課長。 

○飯澤常雄総務課長 お答えいたします。 

 計画に当たっての進捗状況についての問い合

わせでございますが、現在、たたき台となるも

のを策定に向けて取り組んでいるところでござ

います。 

 具体的には、集中改革プラン、17年度を起点

といたします22年４月が 終目標年次であった

わけでございますが、このプラン終了後の次の

定員計画、これらについて県内９市の動向など

について情報の交換をしているところでござい

ます。 

 また、一昨日、決算総括でも佐々木委員のご

質問にお答えいたしましたが、昨年の類似団体、

平成21年４月１日現在でございますけれども、

これらの類似団体の比較など、まずこれをした

上で、その上で直近の本年、22年４月１日現在

の定員管理調査におきます中小部門、いわゆる

今までですと大部門のところ、総務あるいは衛

生とか民生とか、こういう大きい部門だけでの

比較でしまいがちだったんですが、それから一

歩踏み込んで中小部門のところまで比較の分析

を進めているところでございます。 

 次に、計画で示そうとしている内容というこ

とでございますが、23年度以降、これまでも議



 

―２０８― 

＋ 

＋

＋

＋

会で市長が答弁なさっておりますように、おお

むね10カ年という期間において職員採用あるい

はある意味では定員管理ということができると

思うんですが、これらの基本的な方針、そして

各年度の採用人数、それから一部事務組合等、

病院組合等への一部事務組合派遣職員の職員数

も含めた職員総数などを定めていくというよう

なことでございます。 

 現段階について必要な課題ということでござ

いますが、多岐にいろいろありますけども、特

に後ほど質問の中でありますけども、高齢期の

雇用問題、定年延長に向けた制度見直しがいろ

いろ言われて取りざたされております。これら

の対応などということが上げられるのかなとい

うふうに思います。以上です。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 そうすると、この計画

策定のたたき台になるものを作成をしていると

いうことですから、３月に答弁をされた今年度

の前半にということにはなっていないというふ

うに理解をしますが、めどとしてはどの辺まで

で策定を完了したいというふうに考えておられ

るでしょうか、あわせて総務課長に伺います。 

○渋谷佐輔委員長 飯澤常雄総務課長。 

○飯澤常雄総務課長 策定のめどとしては、たた

き台につきましては当初内部のスケジュールで

は10月ごろをめどということにしておりました

が、正直申し上げておくれております。年内に

たたき台なるものを何とか練り上げたいなと。

終的には現計画の状況もそうでございました

が、現計画は18年度が初年度でございます。17

年４月を基準年度といたしまして、たしか策定

が年明けたと思うんですが、18年２月ごろだっ

たと思いますが、少なくとも年度内、これはも

ちろんでございますけども、には策定という形

でいきたいというふうに考えております。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 わかりました。 

 そうすると、答弁の中にある「23年度採用に

生かしていく」ということにはならないという

ことになるのでしょうか。だとすると、23年度

のこの職員採用の考え方についてお聞かせをい

ただきたいと思います。これは市長でしょうか。 

○渋谷佐輔委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。23年度の採

用につきましては、３月定例会でも申し上げま

したように、今年度は４名の定年退職でござい

ますが、４名に対して４名採用ということじゃ

なくて、４月１日現在で292名になっておりま

すので、そこから300名を超えない範囲で採用

したいということで、10名程度という上級職、

これは一般上級、それからＵターン、Ｉターン、

それから初級、それから保健師と、合わせて10

名程度ということで申し上げたところでござい

ます。そこに希望退職の方が大量に出た場合は、

そこは配慮しなきゃいけないだろうということ

で、23年度の採用を検討しているところでござ

います。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 わかりました。新たな

計画にやっぱりスムーズに移行できるようにこ

こは配慮して進めていただきたいと私は思って

いるんです。決して無理しないで対応をお願い

しておきたいと思います。 

 もう一つですけれども、定年退職の年齢の関

係で新たな考え方が示されているやにお聞きし

ているわけですけれども、それについての内容

と、それを市はどう考えているのかについて市

長からお聞かせをいただきたいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 人事院の方で今出されておるのは、段階的に

65歳まで定年を延ばそうというもののようでご

ざいます。ただし、３年ごとに１歳ずつ上げる

ということで、ある程度時間をかけて65歳まで

にすると。ただし、条件としては給与を30％カ
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ットするなり、あるいは役職を停止させるなり、

そういった要件を踏まえたものを今のところ案

として出しておられるようです。それに対して

市としては、これも定員の中に含まれますので、

そうした場合に果たして長井市はそういう対応

をとっていった方がいいのか、ある程度国の人

勧で定められたものは、これ重視しなきゃいけ

ないんですが、そうしますと若い職員といいま

すか、新規採用を抑えなきゃいけないという課

題がありますので、これらについて国の動向を

見ながら慎重に、そして長井市に合った採用の

仕方を検討しなきゃいけないと思っております。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 わかりました。ちょっ

と不確定なところもあるんですけれども、新た

な制度ですから導入についてはぜひ職員団体と

も協議を重ねて、よりよい方向性を目指してい

ただきたいと思います。 

 後にですが、５年後の大量退職に対する考

え方についてお伺いをします。私は、ちょっと

こういう特定の仕方よくないんですけれども、

３月に「職員構成がこうなってますよ」という

図を見せていただいたわけですが、昭和29年に

生まれた職員が職員構成上は多いということに

なっておりまして、これ、この人たちが退職す

るときって大変になるんだなと、こう感じてい

ます。まして今は市の中枢をほとんど担ってお

られる方々になるわけで、行政サービスなどに

影響が出ないようにというところも考えていか

なきゃならない課題だと思っています。 

 私は単純にこれ５年後にそうなるんだという

ふうに思っていましたが、そこは果たしてどう

なのかというのはちょっと今の定年の問題でわ

かりませんが、そこをひとつ教えていただきた

いのと、市長は「一人前の職員にするには 低

５年、できれば10年、それぐらい職員を育てな

いといろんなところに対応できる職員にはなら

ない」と答弁をされているわけですが、そうい

う意味から言えばかなりその時点を見通した前

の段階からの対応がないと、実際は住民サービ

スにはいろいろ影響が出てくるのではないか、

あるいは行政執行上の問題も出てくるのではな

いかと考えられるわけです。そこは市長、見通

しとしてどうとらえておられるのか。今の段階

で考えておられること、対応策あればお聞かせ

をいただきたいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 髙橋委員おっしゃいますように、

５年後がピークなんですけども、実は２年後か

ら10数名ずつこれから五、六年続きます。そう

しますと、恐らく10年間で143名とかっていう

人数なんですが、その前半の５年、６年ぐらい

で70名ぐらいが退職されるのかなと。そうしま

すと、今の管理職の大部分あるいは補佐職とか

中堅で頑張っていただいている主査とか、そう

いった方々であります。なおかつ、男女比でい

いますと圧倒的に男性が多いという年代であり

ますので、そういった意味では非常に危機感を

持っております。 

 そんなことから、本来であれば今後10年間の

採用計画をしっかりとお示ししながら議論を進

めていくのが正しいとは思いますが、私個人と

いたしましては、非常に将来の定員をどのあた

りで定めたらいいかというのが若干もう少し検

討しなきゃいけないなと思っておりますし、加

えてちょうど私の任期が切れるということもあ

りまして、それらについては改選後に 終的に

決定すべきだなというふうに思っておりますが、

できればこの５年間で10名とはいわず、ある程

度もう少し採用していかないと対応できないじ

ゃないかなと。佐々木委員からも一昨日ござい

ましたように、質の高い職員を育てるという意

味からもこれは重要な課題だと思っております。 

○渋谷佐輔委員長 10番、髙橋孝夫委員。 

○１０番 髙橋孝夫委員 ありがとうございまし

た。ぜひ無理のない範囲で、できるだけ早く対
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応に着手をいただきたいということを申し上げ

て、質問を終わります。ありがとうございまし

た。 

 

 

 我妻 昇委員の総括質疑 

 

 

○渋谷佐輔委員長 次に、順位３番、議席番号３

番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 よろしくお願いいたしま

す。 

 一般質問でも同じような質問をさせていただ

きましたが、どうも私の納得いくような答弁で

はなかったし、常任委員会でもいろいろ詳しく

やりとりをさせていただきましたけれども、そ

こでもなかなか納得できなかったものですから、

ここの予算総括でまた再びというふうになって

おります。 

 タスの建設、当時は私はたしか高校生だった

と思いますけれども、本当に長井が将来明るい

なと、都会になっていくんじゃないかなという

ふうにわくわくした記憶があります。オープニ

ングセレモニーに参加というか、お祭り騒ぎだ

ったもんですから、行ったときにもすごいもの

ができたなと本当に思ったものです。 

 都会的なところと田舎を残してるという、こ

の長井市は非常に両方が同じように共存できる

いい田舎というんでしょうか、いいまちだなと

いうふうに思っています。今でもその思いは同

じなわけで、タスパークホテルというのは長井

市にとってシンボルだし、より公共性が高い建

物だなというふうに私も認識しておりまして、

ぜひ守っていきたいなというふうに思っており

ます。 

 若者定住促進センターというのは解散したわ

けですけれども、今まさにそういう機能という

んでしょうか、若者に夢を与える施設になるべ

きでないかなというふうに思います。商工業の

発展はもちろんですけれども、いろんな子育て

施策でもいいですし、いろんな産業の発展や３

万人復活というような事業もそうですけども、

タスパークホテルをそういったシンボルにもす

るというのが、ここでまた改めてそういうふう

に目指すべきではないかなというふうに思って

おります。私はぜひこの取得に賛成したいとい

うふうに思っているんですが、なかなか私の思

う答弁が得られないもんですから、しつこくな

りますけれどもまたお伺いするものでございま

す。 

 まず 初に、９月補正ではなく、来年３月補

正で対応した場合、商工会議所の運営にどのよ

うな影響があるのかということで、15年間のシ

ミュレーションを常任委員会でいただきました。

高い目標を立てて頑張るんだというような姿勢

があらわれているんだと思います。高過ぎると

も若干言えるところもあるんですけれども、こ

れから頑張ってホテルの方も商工会議所そのも

のも頑張って立て直していくんだと、利益を上

げていくんだという意気込みが感じられるシミ

ュレーションだと思うんですが、もしもこの９

月の対応でなくて来年３月の年度末の補正予算

あるいは23年度当初予算でもいいんですけれど

も、そこで対応した場合は、このシミュレーシ

ョンというのは実際どのように変わってくるの

かと、商工会議所の運営にどのような影響を与

えるのかということを、商工観光課長にお伺い

いたします。 

○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 計数的な面からいいますと、今回と３月の場

合の比較ということになりますが、長期債務の

返済につきましては９月と３月の年２回に分け

てやっているというふうなことでございます。

実際上は難しい部分はあるんですが、仮に３月

の支払いの時期までに金融機関との条件変更の


